
 

 

図 1.屋外実験 

 

 
図 2.室内実験 1 

 

 

図 3.電源装置と箔検電器 



 

結果 
 
室内実験１ 
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図 4.電位差とはくの開き具合の関係（12/17） 
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図 5.電位差とはくの開き具合の関係（12/18） 

 
 



 

0

2

4

6

8

10

12

0 100 200 300 400 500 600
電位差[Ｖ]

は
く
の
開
き
具
合
[目
盛
]

 

図 6.電位差とはくの開き具合の関係（12/19） 
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図 7.電位差とはくの開き具合の関係（12/20） 

 
 
 
 
 

 
 



 

屋外実験 

 
表 1.観測日の気象データ 

 時間 気温 湿度 気圧 天気 風向 風速 

12 月 17日 4:20pm 11.3℃ 62.5% 1012hPa 曇り 北北東(20°) 2 m/s 

12 月 18日 1:40pm 12.3℃ 23.4% 1009hPa 晴れ 北北東(17°) 0 m/s 

12 月 19日 3:20pm 10.6℃ 43.0% 996hPa 曇り 北東(47°) 0 m/s 

12 月 20日 3:00pm 6.4℃ 16.9% 1005hPa 快晴 北西(317°) 2 m/s 

 
表 2.箔の開きと電位差 

 時間 開きの平均 V/m 
12月17日 4:20pm 6目盛 175 V/m 

12月18日 1:40pm 10目盛 150 V/m 

12月19日 3:20pm 3目盛 38 V/m 

12月20日 3:00pm 13目盛 188 V/m 

 
表 3.風速と箔の開きと電位差（12 月 20 日） 

強風時(約 7m/s) 弱風時(約 4m/s) 無風時(約 0m/s) 

19目盛 12目盛 8目盛 

約 275V/m 約 175V/m 約 125V/m 
 

 

表 4.室内実験２（湿度と箔の開きの関係） 

湿度＼電圧 0V 100V 200V 300V 400V 500V 600V 

23% 1目盛 2目盛 3目盛 5目盛 7目盛 9目盛 10目盛 

100% 1目盛 2目盛 3目盛 5目盛 7目盛 9目盛 10目盛 

 

考察 
 
まず，室内実験２より湿度におけるはくの開き具合に与える影響の違いがないことがわ

かった．次に，いろいろな条件による影響についてまとめる． 
・風の影響 

12 月 20 日の結果から考えてみると，実験開始直後，突風が吹き目盛りが実験中最高値

である 19 目盛りを示した．その後，2 回目の実験を行ったところ，風は幾分弱くなり目盛

りは 12 となってはくの開き具合は小さくなった．さらに，風の全く無くなった 3 回目の

実験では，はくは 8 目盛りを示した．これらのことから考えると，大気中の電圧は風速に

関係していて，風が強くなるとともに大きな値をし，風が弱くなるとともに小さな値を示

すということがわかる． 

12 月 17 日と 12 月 19 日は同じ曇りの日であり，湿度も近いが，はくの開きは 17 日の方

が大きい．これは 17 日の方が風速 2m/s と 19 日よりも強かったためと思われる． 



 

また，同じ晴れの日である 12 月 18 日と 12 月 20 日を比べても，風速が 2m/s となってい

る 17 日と 20 日の方がはくの開き具合が大きいことから，やはり電位差は風に影響されて

いるといえる．風が強くなればなるほど，電圧は高くなり，はくの開きは大きくなる． 
・気圧の影響 

12 月 18 日と 12 月 20 日の風速 0m/sの結果とを比較する．両日とも青空の目立つ晴れ

の日で，湿度も低かった．違う点といえば，気圧が 20 日の方が低くなっている．これよ

り，気圧が低くなっている時，はくの開きが小さくなる．気圧が高くなれば，電圧も高く

なり，はくの開きも大きくなるといえる． 
・湿度の影響 

12 月 17 日と 12 月 20 日を比較する．風速は一緒であるが，はくの開き具合に差が出て

いる．ここでは湿度に 45％近い差が出ている．また，12 月 18 日と 12 月 19 日を比べる

と，こちらも風速は一緒であるが，はくの開き具合に差が出ている．両方とも湿度の低く

なっている時の方がはくの開きが大きいことから，乾燥した晴れの日に電位差が大きくな

り，はくの開きが大きくなるといえる． 

 

結論 
 
電位差は，①風がつよいと大きくなる． 

②気圧が高いと大きくなる． 
③湿度が低いと大きくなる． 

よって，大気電界は風が強くて乾燥した晴れの日（高気圧に覆われた日）に強くなりや

すい．しかし，実際の放電は雲がなければ起きないため，風が強くて雲の多い（水蒸気の

多い）日に起きやすい． 
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７都市における温暖化と異常気象 
 

T.H. 
 

慶應義塾高等学校，3 年選択科目「選択地学 II（気象）」 

 

はじめに 
 
 異常気象は，客観的な基準では，30 年に１度くらいしか起こらないようなものをいい，

現象の時間スケールによって２つに大別される． 
 第１は，数時間から数日程度の間の激しい気象現象によって，人命や財産など，社会に

重大な影響をもたらす場合． 
 第２は，毎日の天候あるいは１週間程度の期間の天候としてはごく普通のものだが，同

じようなタイプの天候が十数日から数ヶ月もの長期間持続し，結果，冷害，日照不足，干

ばつなどの被害が発生する場合． 
 今回自分はいくつかの都市での過去４０年間の気温について気象庁発表のデータを参考

に，異常気象の実態を明らかにすることを目標としてみた．しかし，実際にやってみると，

まだまだ触れたことのない「正規分布」や「標準偏差」など，困難が多かった． 

 

方法 
 
 大概のテーマなら「観測実験をする」が適当だが，“異常気象”においては，観測実験が

不可能なため，「データ処理をする」ことに重点をおいた．気象庁の HP から「過去の観測

データ～電子閲覧室～」のページに飛んでデータを取り込み，作業することにした． 

 
（ア）正規分布とは標準偏差の異なる分布を十分に重ね合わせた時に作られる分布である．

具体的には平均値を真ん中に描いた左右対称のカーブの分布である．分散や標準偏差は平

均の周りのデータがどのように分布しているかを見るものである．偏差とは実際の値と平

均値の差であり，正規分布の場合の標準偏差はσ＝１である．平年値と標準偏差との関係

で異常高温や異常低温が数式から導かれる． 

 
（イ）以下の７地点を取り上げた．福岡，名古屋，富山，横浜，軽井沢，根室，那覇．（以

下の（ウ）～（カ）の作業を各地点ごとに行った） 

 
（ウ）気象庁 HP から各地点の年間値の表を取り込み，Excel に保存．この表には「Ｎ年

の平均気温」が載っているので，X 軸を年，Y 軸を気温とした図１を作った． 


